
　

3
月
3
日
㈰
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
サ
ン
ラ
イ
バ
ス
キ

ー
場
で
、
『
2
0
1
3
カ
ル
ル
ス
温
泉
冬
ま
つ
り
』

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
家
族
連
れ
な

ど
１
千
800
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
人
気
企
画
『
雪
中
み
か
ん
拾
い
』
で

は
、
ス
タ
ー
ト
の
合
図
と
と
も
に
参
加
者
が
一
斉
に

ゲ
レ
ン
デ
を
駆
け
上
が
り
、
16
箱
分
の
み
か
ん
と
じ

ゃ
が
い
も
を
数
分
で
拾
い
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
『
親
子
ボ
ブ
ス
レ
ー
大
会
』
や
『
オ
ロ

フ
レ
雪
原
宝
探
し
』
な
ど
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
400
食
限
定
で
振
る
舞
わ
れ
た
『
石
狩
鍋
』
と

『
シ
カ
鍋
』
は
参
加
者
た
ち
の
体
を
温
め
ま
し
た
。

2
0
1
3　

カ
ル
ル
ス
温
泉
冬
ま
つ
り

み
か
ん
を
目
指
し
て

　
　
　
　

よ
〜
い
ど
ん
3
 3

2
 22

▲雪中みかん拾いの様子

　

2
月
22
日
㈮
、
登
別
商
工
会
議
所

会
館
で
『
平
成
24
年
度
登
別
ブ
ラ
ン

ド
推
奨
品
認
定
証
交
付
式
』
（
登
別

ブ
ラ
ン
ド
推
進
協
議
会
主
催
）
が
行

わ
れ
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
認
定

さ
れ
た
14
商
品
の
事
業
者
に
認
定
証

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

14
品
目
の
う
ち
今
回
新
た
に
認
定

さ
れ
た
の
は
『
青
鬼
納
豆
』
『
赤
鬼

納
豆
』
『
の
ぼ
〜
る
』
『
鬼
伝
説
金

鬼
ペ
ー
ル
エ
ー
ル
』
の
4
品
目
。
再

認
定
さ
れ
た
の
は
、
平
成
21
年
度
に

認
定
さ
れ
、
平
成
24
年
度
で
推
奨
有

効
期
限
を
迎
え
る
『
登
別
閻
魔
ら
ー

め
ん
』
『
文
志
郎
の
鹿
角
納
豆
』

『
鬼
伝
説
青
鬼
ピ
ル
ス
ナ
ー
』
『
鬼

伝
説
赤
鬼
レ
ッ
ド
エ
ー
ル
』
『
の
ぼ

り
べ
つ
ホ
タ
テ
燻
』
『
丸
藤
わ
さ
び

漬
』
『
の
ぼ
り
べ
つ
牛
乳
』
『
の
ぼ

り
べ
つ
牛
乳
プ
リ
ン
』
『
極
上
シ
フ

ォ
ン
ケ
ー
キ
』
『
ら
ん
ぼ
っ
け
の
た

ら
こ
』
の
10
品
目
。
同
協
議
会
の
成

田
会
長
は
「
今
後
も
登
別
ブ
ラ
ン
ド

の
さ
ら
な
る
普
及
の
た
め
に
、
一
緒

に
汗
を
流
し
ま
し
ょ
う
」
と
事
業
者

を
激
励
し
ま
し
た
。

  

平
成
平
成
2424
年
度
登
別
ブ
ラ
ン
ド

年
度
登
別
ブ
ラ
ン
ド

  

推
奨
品
決
定

推
奨
品
決
定

新
た
な
4
品

仲
間
入
り

青鬼納豆

のぼ～る鬼伝説
金鬼ペールエールエール

赤鬼納豆
道南平塚食品㈱

㈲かめや㈱わかさいも本舗

道南平塚食品㈱
　道産大粒大豆を使用した昔
ながらのわら納豆に登別ブラ
ンド推奨品の『丸藤わさび漬』
を付けました。
　パッケージには登別地獄谷
に棲む青鬼や金棒をあしらう
など登別らしさにあふれた商
品です。

　登別ブランド推奨品の『の
ぼりべつ牛乳』や白老産さく
ら卵、道産小麦など地元の素
材をふんだんに使用したロー
ルケーキです。
　カットすると断面に『の』
の字が現れます。

　登別のおいしい水とアメリ
カ産のアロマホップをふんだ
んに使用した地ビールです。
　柑橘系の香りと強い苦味を
持たせたアメリカンタイプの
ペールエールに仕上げました。

　道産小粒大豆を使用した昔
ながらのわら納豆にむかわ町
穂別産の赤唐辛子を付けまし
た。
　パッケージには登別地獄谷
に棲む赤鬼や金棒をあしらう
など登別らしさにあふれた商
品です。
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3
月
9
日
㈯
・
10
日
㈰
、
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』

で
『
第
36
回
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
全
国
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
イ
ミ
ン

グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
日
本
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ

協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
、
道
内
外
か
ら
エ
ン
ト
リ

ー
し
た
18
歳
〜
90
歳
代
ま
で
の
約
600
人
の
選
手
が
一

堂
に
会
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
プ
ー
ル
に
ぶ

つ
け
ま
し
た
。

　

『
健
康
・
友
情
・
相
互
理
解
・
競
技
』
が
モ
ッ
ト

ー
の
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
は
、
よ
り
良
い
記
録
を
目
指

す
選
手
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
泳
ぎ
切
る

こ
と
を
目
標
に
す
る
選
手
も
多
く
出
場
し
、
完
泳
を

称
賛
す
る
温
か
い
拍
手
が
何
度
も
沸
い
て
い
ま
し
た
。

第
36
回
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ａ
全
国
マ
ス
タ
ー
ズ
ス
イ
ミ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

全
国
の
マ
ス
タ
ー
ズ

登
別
に
結
集

3/
9･10

▲勢いよくスタートを切る選手たち

　

3
月
12
日
㈫
、
宮
城
県
東
松
島
市
の
鳴
瀬
第
二
中
学
校
の
2
年
生
38
人
が
、

被
災
地
支
援
へ
の
恩
返
し
を
し
た
い
と
修
学
旅
行
で
登
別
市
を
訪
問
。
市
民
会

館
で
行
わ
れ
た
『
あ
り
が
と
う
交
流
会
』
（
同
会
を
応
援
す
る
会
主
催
）
で
、

和
太
鼓
演
奏
や
民
謡
踊
り
な
ど
を
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
披
露
し
ま
し
た
。

　

熱
い
思
い
が
こ
も
っ
た
舞
台
に
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
手
拍
子
と
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
が
湧
き
上
が
り
ま
し
た
。

　

登
別
か
ら
は
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、
登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
合
唱
部

に
よ
る
鳴
瀬
第
二
中
学
校
の
校
歌
斉
唱
、
続
い
て
参
加
者
全
員
に
よ
る
校
歌
斉

唱
が
行
わ
れ
、
会
場
は
一
体
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

最
後
は
生
徒
代
表
の
千
葉
大
誠
さ
ん
か
ら
「
こ
れ
か
ら
も
、
自
分
た
ち
な
り

に
復
興
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
。
今
日
の
こ
と
は
忘
れ
ま
せ
ん
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

33
・・
1111
を
忘
れ
な
い　

東
松
島
市
鳴
瀬
第
二
中
学
校

を
忘
れ
な
い　

東
松
島
市
鳴
瀬
第
二
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
交
流
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
交
流
会

3
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あ
り
が
と
う
を
届
け
た
い

　

3
月
3
日
㈰
、
3
月
末
に
閉
校
を
控
え
た
登
別
大

谷
高
校
で
『
第
48
回
卒
業
証
書
授
与
式
』
が
行
わ
れ
、

最
後
の
卒
業
生
57
人
が
母
校
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
昭
和
38
年
に
開
校
。
8
千
人
以
上
に
の

ぼ
る
卒
業
生
は
道
内
外
で
活
躍
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
や
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
も
輩
出
し
て
い
ま
す
。

　

式
で
は
、
卒
業
生
代
表
の
宇
佐
美
海
希
さ
ん
が

「
3
年
間
、
最
後
の
生
徒
と
し
て
誠
実
に
向
き
合
っ

て
き
ま
し
た
。
最
高
の
仲
間
と
一
緒
に
卒
業
で
き
幸

せ
で
す
」
と
述
べ
、
学
び
舎
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

4
月
以
降
、
同
校
の
施
設
は
、
北
海
道
大
谷
室
蘭

高
校
の
部
活
動
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

登
別
大
谷
高
校
最
後
の
卒
業
証
書
授
与
式

50
年
の
歴
史
に
幕

3
 3

▲卒業証書を受け取る卒業生

▲エジプトダンスを披露する鳴瀬第二中の生徒（写真上）
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